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▶今月の表紙　温かい見守り優しい声かけ
　第36回ともしびポスターコンテストで「ともしび大賞」を受賞した麻生千咲都さ
ん（横浜市立相武山小学校６年）。
　盲導犬を育てるパピーウォーカーとしての経験から、福祉が身近なものになって
いった。視覚障害のある方とのふれ合いを通じて、暮らしのなかで大切なことは、相
手の気持ちをくんだ見守りと声かけだと気づくことができたと語る。そのまっすぐ
な瞳の中に自然な温かさを感じた。  〈撮影・菊地信夫〉

寄附から育んでいく寄附から育んでいく
支え合いの地域づくり支え合いの地域づくり

（２～５面）（２～５面）感 謝



SPECIAL THANKS

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
と
な
っ
た
昨
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
３
勝
の
歴
史
的
快
挙
に
日
本
中
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
関
東
・

東
北
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
や
川
崎
・
大
阪
寝
屋
川
の
中
学
生
殺
害
事
件
な
ど
に
大

き
な
衝
撃
を
受
け
、
痛
ま
し
い
出
来
事
に
社
会
が
揺
ら
い
だ
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
分
野
で
は
、
昨
年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
向
け
た
介
護

保
険
制
度
の
改
正
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
本
年
は
障
害
者
差
別
解
消
法
や
改
正
障
害

者
雇
用
促
進
法
の
施
行
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
目
を
向
け
る
と
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
単
身
世
帯
や
ひ
と
り

親
世
帯
の
増
加
、
長
引
く
厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
、
家
庭
や
地
域
の
支
え
合
い
機
能

の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
貧
困
の
連
鎖
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
々
の
孤
立
な
ど
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
福
祉
・
生
活
課
題
は
、
よ
り
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
期
を
迎
え
、
介
護
ニ
ー
ズ
が
増
大
す

る
と
予
測
さ
れ
る
２
０
２
５
年
を
控
え
た
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、
子
ど
も
・
子

育
て
に
関
す
る
支
援
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
の
地
域
生
活
移
行
・
定
着
支
援
の
充
実

な
ど
、
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
な
ど
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
で
は
、
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
４
年
間
の

次
期
活
動
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
制
度
・
施
策
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
私
ど
も
社
会
福
祉
関
係
者
が
、
そ

の
持
て
る
力
を
結
集
し
て
、
地
域
で
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
を
基
盤
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
る
人
が
、
で
き
る

時
に
、
で
き
る
所
で
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
次
期
活
動
推
進
計
画
の

基
本
理
念
「
住
民
の
主
体
的
参
加
と
様
々
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　

社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長　
　

篠
原　

正
治

温
か
い
心
を
寄
せ
る
参
加
の
形

　

本
会
で
は
、
と
も
し
び
基
金
を
は
じ
め
、

か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
、
か
な
が

わ
子
ど
も
福
祉
基
金
、
萬
谷
児
童
福
祉
基

金
等
へ
の
寄
附
金
と
と
も
に
、
多
様
な
物

品
の
寄
贈
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

寄
附
や
寄
贈
も
福
祉
活
動
へ
の
一
つ
の

大
切
な
参
加
の
形
で
す
。
今
号
で
は
各
種

基
金
の
紹
介
や
活
用
状
況
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
昨
年
12
月
に
温
か

い
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

住
民
主
体
の
活
動
の
充
実
に
向
け
て

【
と
も
し
び
基
金
】

　

毎
年
12
月
は
、
と
も
し
び
基
金
の
集
結

を
実
施
。
と
も
し
び
基
金
箱
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
、
公
衆
浴
場
、
Ｊ
Ａ
（
農
協
）、
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
、
病
院
、
神
奈
川
県
下
の

警
察
署
、
県
の
行
政
機
関
窓
口
等
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
も
し
び
基
金
は
、「
と
も
に
生
き

る
福
祉
社
会
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
的
に

昭
和
52
年
６
月
に
創
設
さ
れ
、
福
祉
意
識

の
啓
発
や
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
へ
の

助
成
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
福
祉

の
普
及
啓
発
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
、
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
促
進
、

市
町
村
域
で
の
地
域
福
祉
の
推
進
等
、
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
た
新
た
な
事
業
の
実
践

や
住
民
の
自
主
的
活
動
へ
支
援
の
輪
を
広

げ
な
が
ら
、
そ
の
歩
み
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
基
金
は
創
設
以
来
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
育
て
ら
れ
、
平
成
27
年
11
月
末

現
在
で
原
資
が
23
億
１
千
７
３
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

と
も
し
び
基
金
を
活
用
し
た
事
業
の
一

つ
、「
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
」
で
は
、

今
年
度
は
依
存
症
や
若
年
性
認
知
症
の
方

に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
外
国
に
つ
な
が

る
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
サ
ポ
ー
ト
や
東

日
本
大
震
災
避
難
者
支
援
、
生
活
困
窮
者

支
援
の
一
環
と
し
て
寄
附
物
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
等
、
56
の

県
内
当
事
者
グ
ル
ー
プ
や
広
域
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
テ
ー
マ
に
焦
点
を

当
て
た
も
の
や
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
も

の
、
制
度
施
策
を
見
据
え
た
も
の
等
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、い
ず
れ
も
住
民
が
主
体
と
な

り
、
地
域
の
課
題
解
決
も
期
待
さ
れ
る
有

意
義
な
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
も
、
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
理
解

寄
附
か
ら
育
ん
で
い
く
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
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SPECIAL THANKS

し
合
い
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
毎
日
が

過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
に
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け
た
支
援

【
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
】

　

交
通
事
故
等
に
よ
る
20
歳
未
満
の
遺
児

と
そ
の
世
帯
を
対
象
に
①
小
・
中
学
校
入

学
時
、
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
時
の
激

励
金
の
支
給
、
②
労
災
見
舞
金
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
世
帯
へ
の
見
舞
金
の
支

給
、
③
関
係
団
体
活
動
費
の
助
成
、
④
親

子
交
流
会
等
の
招
待
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
に
、
県
民
の
皆
さ
ま

や
企
業
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、

13
件
（
４
８
１
万
２
千
３
２
５
円
）
と
な

り
、遺
児
ら
へ
の
激
励
金
と
し
て
52
件（
２

６
０
万
円
）、
見
舞
金
４
件
（
40
万
円
）
を

支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
・

 

萬
谷
児
童
福
祉
基
金
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
と
共
に
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
等
や
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て
い
る
社

会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
で
は
①
私

立
幼
稚
園
へ
の
入
園
や
私
立
高
等
学
校
へ

入
学
す
る
際
の
奨
励
金
の
支
給
、
②
初
め

て
民
間
ア
パ
ー
ト
へ
入
居
す
る
際
の
自
立

支
援
金
の
支
給
、
③
施
設
長
や
里
親
に
よ

る
身
元
保
証
の
損
害
賠
償
事
業
等
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の

奨
励
金
は
、
延
べ

１
千
３
８
６
件

（
幼
稚
園
４
１
４

件
、
高
等
学
校
９

７
２
件
）、自
立
支

援
金
は
延
べ
81
件

の
支
給
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

萬
谷
児
童
福
祉
基
金
で
は
、
４
年
制
大

学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
へ
入
学
す

る
際
の
支
度
金
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
故
・
萬
谷
富
子
氏
よ
り
「
児
童
養
護

施
設
を
終
え
た
者
の
進
学
又
は
自
立
の
援

助
に
」
と
遺
贈
さ
れ
た
原
資
を
も
と
に
平

成
19
年
に
創
設
さ
れ
、
基
金
果
実
（
利
子
）

の
み
で
運
用
し
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
74

人
が
進
学
す
る
等
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
む
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
寄
附
金
以
外
に
も
施
設
利
用
者

の
送
迎
な
ど
を
目
的
と
し
た
福
祉
車
両
の

寄
贈
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
寄
贈
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
野
球
観
戦
と
い
っ
た
招

待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
福
祉

等
の
各
種
福
祉
施
設
利
用
者
の
充
実
し
た

生
活
環
境
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
寄
附
者
の
意
向
に

沿
っ
た
寄
附
金
の
受
入
れ
と
配
分
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【ともしび基金】▽脇隆志▽いなり湯▽喜久の湯▽第二常盤湯▽千代田湯▽（一財）光之村▽（一社）かながわ土地建物保全
協会▽（一財）神奈川県厚生福利振興会▽（公財）積善会介護老人保健施設リバーイースト▽（福）神奈川県社会福祉事業団横
須賀老人ホーム▽（福）神奈川県総合リハビリテーション事業団▽（福）湘南福祉協会総合病院湘南病院▽JA神奈川県信連
▽JA横浜▽JA湘南▽JAかながわ西湘▽JAさがみ倉見支店▽ともしびショップ喫茶あーす▽ともしびショップマ
リン▽ともしびショップなのはな▽県民センターともしびショップ▽ともしびショップさくら運営委員会▽ともしび
ショップゆめ散歩▽ともしびショップ保健福祉大学▽湘南モノレール㈱湘南ボウル▽昭和大学保健医療学部看護学科
教職員一同▽メナード東中条▽ゴルフガーデンフォーレスト▽そうてつローゼン港南台店▽（福）箱根町社会福祉協議
会▽（公財）神奈川県身体障害者連合会▽（公財）神奈川県老人クラブ連合会▽（一社）神奈川県高齢者福祉施設協議会▽（Ｎ）
フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会▽神奈川県心身障害児者父母の会連盟▽神奈川県肢体不自由児者父
母の会連合会▽（一社）神奈川県保育会▽神奈川県保育士会▽神奈川県ゆりの会▽神奈川県医療福祉施設協同組合▽（公
財）神奈川県福利協会▽（Ｎ）神奈川県ホームヘルプ協会▽神奈川県交通遺児家庭の会▽（Ｎ）神奈川県障害者地域作業所
連絡協議会▽神奈川県手をつなぐ育成会▽神奈川県知的障害施設団体連合会▽やまゆり知的障害児者生活サポート協
会▽（公社）神奈川県社会福祉士会▽神奈川県警察職員一同▽神奈川県職員一同▽（福）神奈川県共同募金会職員一同▽本
会職員一同▽県民センター募金箱【子ども福祉基金】▽㈱タックルベリー▽荒谷昭子【交通遺児援護基金】▽神奈川
県石油業協同組合▽青木繁弘（各種基金合計913,750円）
【寄附物品】▽神奈川トヨタ自動車㈱▽東亜建設工業㈱横浜支店▽（公財）報知社会福祉事業団▽（Ｎ）日産労連NPOセン
ター「ゆうらいふ21」▽㈱カレンズ▽あゆみの箱▽神奈川県定年問題研究会▽神奈川県警察職員一同▽神奈川県職員
一同（いずれも順不同、敬称略）

ともしび基金への寄附をはじめ、皆さまの温かい心に感謝申し上げます！

（一財）光之村よりともしび基金へ
ご寄附いただき、岡崎芳子理事長
（左）に感謝状を贈呈

（株）タックルベリーより子ども福
祉基金へご寄附いただき、藤本伸
也代表取締役（右）に感謝状を贈呈

神奈川トヨタ自動車㈱より県内児
童養護施設等へクリスマスケーキ
をいただき、黒澤宏康室長（左）へ
感謝状を贈呈

（N）日産労連NPOセンター「ゆうら
いふ21」より県内児童養護施設等へミ
ュージカル公演招待券をいただき、吉
坂義正本部長（左）へ感謝状を贈呈　

3
第770号　福祉タイムズ　2016.1.15



SPECIAL THANKS

世
代
を
超
え
て
受
け
継
い
で

い
き
た
い̶

と
も
し
び
の
心

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
高
齢
者

も
若
者
も
、
国
籍
が
違
っ
て
も
、
手
を
携

え
て
歩
む
こ
と
の
で
き
る
「
と
も
に
生
き

る
福
祉
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
昭

和
51
年
に
当
時
の
県
知
事
で
あ
っ
た

故
・
長
州
一
二
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

と
も
し
び
運
動
。

　

川
崎
市
に
在
住
で
、
障
害
の
あ
る
お
子

さ
ん
を
育
て
て
い
る
あ
る
ご
夫
婦
か
ら
、

県
へ
「
社
会
福
祉
に
有
意
義
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
寄
附
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
の
お
気
持
ち
を
継
続
的
、

永
続
的
に
生
か
し
て
行
こ
う
と
、
運
動
を

支
え
る
財
源
と
し
て
、
昭
和
52
年
に
と
も

し
び
基
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
基
金
の
果
実
（
利
子
）

を
活
用
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
【
２
・
３
面
参
照
】。

　

そ
の
一
つ
に
、
子
ど
も
た
ち
の
目
線
で

と
も
に
生
き
る
こ
と
を
描
く
「
と
も
し
び

ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
業
も
運
動
の
長
い
歴
史
と

と
も
に
成
長
し
、
歩
み
続
け
て
き
た
取
り

組
み
の
一
つ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
で

飾
ら
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
世
代
を
超
え

た
共
感
を
生
み
、
そ
れ
ら
を
目
に
し
た
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
福
祉
と
は
何
か
を
学
び
、
大
人
も

子
ど
も
も
考
え
を
深
め
る
機
会
と
も
な
り

ま
し
た
。

　
「
と
も
し
び
」
に
は
、
優
し
さ
や
思
い
や

り
、
助
け
合
い
や
支
え
合
い
、
絆
や
つ
な

が
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
数
多
く

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
55
年
に
始
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
（
当
初
は
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
テ

ス
ト
）
は
36
年
間
で
３
万
９
千
２
５
６
点
。

昭
和
62
年
か
ら
始
ま
っ
た
絵
本
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
29
年
間
で
５
千
４
３
４
点
も
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
ま
た
、
卒
業

の
記
念
に
友
達
と
合
作
で
、
福
祉
を
身
近

に
感
じ
た
か
ら
な
ど
応
募
の
き
っ
か
け
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
長
い
歴
史
の

中
で
、
親
子
や
兄
弟
姉
妹
で
入
賞
と
い
う

嬉
し
い
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
世
代
を
超
え
、
人

か
ら
人
へ
と
も
し
び
の
心
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
長

年
の
取
り
組
み
で
一
定
の
成
果
を
得
た
と

の
評
価
か
ら
、
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、

神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
事
業

を
一
本
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
作
品
を
ご
応
募

い
た
だ
き
、
と
も
し
び
の
心
を
受
け
継
い

で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
会
で
は
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
と
も
し
び
の
心
を
伝
え
、

育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
地
域
福
祉
推
進
担
当

　
　
　
　
　

企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　（前略）私は社会福祉界から巣立った画家としての立場で最初から関わってきたが、それら応募作品から、私は随分
と学ばせてもらってきた。何と今の子どもたちは感性豊かで現実の社会を見つめ、未来の夢を語ってくれるのかと、
毎回審査のたびに思うのである。中には連続入選の子どもたちやきょうだいの共同作品などもあって、嬉しくなる
が、その中で長谷川有似さんの絵本を取り上げてみよう。
　この春、高校を卒業し、大学進学予定の長谷川有似さんは、小学２年生のとき、担任の先生の勧めで応募を始め、
高校３年生まで絵本の部で連続入賞をしている。それらの作品に目を通してみて、大人の我々への気づきのメッセー
ジのように感じるのである。
　小２から小６までの絵本は、具体的な身体に障害を持っている人たちをテーマにした物語が主で、中１からは心の
バリアフリー、人間の死を見つめ生きることの大切さなど、内面的な問題を提起しているものが多くなっている。や
はり長谷川有似さんの成長に応じて変化してきたと思うのだが、少し、物語の中からピックアップしてみよう。
　̶ 高１、小６、中１、中２、高３の順に、文で作品を紹介 ̶
　この「生まれてきてよかったね」は、長谷川有似さんにとっては最後の作品
となる。ここで実際の作品がお見せ出来ないのが残念である。中学、高校の時
代の作品には点字と英文が添えられており、物語の構成の素晴らしさと絵本と
してのアイデアがふんだんに盛り込まれているのである。
　2005年11月、表彰式のあと長谷川有似さんにインタビューした。
　「大学を卒業してからの夢は？」
　「小学校の先生になるんです」と目を輝かせていた。
　私は内心、絵本作家になりたいです、と答えてくれるのを期待していたので
あったが、そうだ、小学校の先生になるなんて、素晴らしい！と思い直したの
であった。（後略）

コンテストの審査委員長を長く務めた画家 故・土田邦彦氏は、その著書の中で次のように記しています。

絵本にみる感性豊かな子どもたち

（出典「画家の随想録」文芸社より一部抜粋。原文は縦書き、漢数字で表記）
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SPECIAL THNKS

　きょうだいで毎年ともしびポスター・絵本コンテストに応募して、全員が「ともしび大賞」を受賞された石川
さんのお宅を訪ねました。取材当日はきょうだい４人が集まり、作品を囲んで思い出話に花が咲きました。

毎年恒例　家族みんなで作品づくり
　毎年かかさず応募してくれた皆さん。長女の翔子さんが友達に誘われたこ
とがきっかけで、絵本づくりを始めました。お姉さんの影響で、続くように
きょうだい皆でポスターや絵本を作り始めました。
　４人全員が絵を書くことやモノづくりが好きということも重なり、夏休み
にポスターや絵本を作ることが毎年恒例になっていきました。一緒に取り組
むことで画材や絵本の材料を共有することができたため、これまで続けるこ
とができたそうです。
　家族みんなで「こうしよう、ああしよう」と絵の構図について意見を交わ
し、内容が重ならないよう工夫をしました。楽しみながら作品づくりをでき
たことが、良い思い出へとつながっています。

自然と学んだ当事者の方の目線
　末っ子の毬子さんが絵本を作るうえで考えたのが、障害のある人の気持
ち。それは、幼い頃より、自然と受け入れやすい環境にありました。
　美容師をしている母のもとに通っていたお子さんには、自閉症という障害
がありました。
　美容院でじっとしていられないため自宅でカットをしてもらえないかと、友人でもあるそのお子さんの母親に
依頼され、ふれ合うことが多くありました。また、近くには横浜市十日市場地域ケアプラザがあり、そこへ通っ
ている障害のある方々を日頃からみかけることも多かったのです。
　そんな日常から、福祉に関わる意識は生活の中で自然に育まれていきました。
　二児の母となった長女の翔子さんは、自分の子どもが生まれたことでベビーカーの使用の際にスロープを探し
たり、歩道に自転車が置かれて通れないことがあったり、不便さを感じることがありました。
　点字ブロックに自転車が置かれているのを見かけると、障害のある方が同じように不自由な思いを感じている
のでは、と不安になります。これまで作品を作ってきたことで、いつの間にか障害のある方の目線で考えるよう
になったのです。
　多くの方に支えられたともしびポスター・絵本コンテストは確実に参加者の心にともしびとして灯り、その心
がみんなでともに生きる社会を築いています。 （地域福祉推進担当）

毬子さんから心温まるメッセージが寄せられました

きょうだいで取り組んだ ともしびポスター・絵本コンテスト

作品と向き合い、思いやりの心を育む

これまでの入賞作品の一部を集めました

右上から時計回りに翔子さん（25歳）、
竜也さん（22歳）、真吾さん（20歳）、
毬子さん（17歳）。自分のお気に入り
の作品を手に

5
第770号　福祉タイムズ　2016.1.15



福
祉
関
連
の
動
き
（
○
付
き
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
動
き
・
事
件
・
事
故

１
○
厚
労
省
が
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化
、
介
護
者
へ
の
支
援
等
７
つ
の
柱
で
構
成
す
る
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
策
定

○
厚
労
省
が
「
保
育
士
確
保
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
平
成
29
年
度
末
に
は
約
６
万
９
千
人
の
保
育
士
が
不
足
と
推
計

★
第
38
回
神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
②

★
「『
個
と
地
域
の一体
的
支
援
の
た
め
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
』ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
地
域
を
支
え
る
〜
市
民
後
見
人
の
活
動
〜
」
作
成
⑤

★
第
三
者
委
員
活
動
の
理
解
促
進
に
向
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
と
っ
て
も
い
い
話
」
作
成
⑤

▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

▽
横
綱
白
鵬
が
史
上
最
多
優
勝

２
○
厚
労
省
が
「
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
報
告
書
〜
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て
〜
」
を
公
表
③

○
厚
労
省
の
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
報
告
書「
２
０
２
５
年
に
向
け
た
介
護
人
材
の
確
保
」で
、２
０
２
５
年
に
は
約
30
万
人
の
介
護
人
材
が
不
足
と
推
計

○
厚
労
省
が
高
齢
者
虐
待
対
応
等
に
関
す
る
調
査
結
果（
平
成
25
年
度
）を
公
表
。養
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
が
本
県
は
全
国
最
多
26
件
③

○
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
全
国
組
織
と
し
て
、（
Ｎ
）
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
全
国
協
議
会
設
立

◇
全
国
初
の
「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
」
が
伊
勢
原
市
に
設
立
⑤

★
第
32
回
神
奈
川
県
障
害
福
祉
職
員
実
践
報
告
会
開
催
④

★
青
少
年
問
題
を
考
え
る
集
い
開
催
③

▽
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
が
日
本
初
訪
問

▽
川
崎
市
で
中
学
生
殺
害
事
件

▽
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
視
神
経
細
胞
作
製
に
世
界
初
の
成
功

▽
１
９
６
１
年
に
消
息
を
絶
っ
た
旅
客
機
を
ア
ン
デ

ス
山
脈
で
発
見

３
○
内
閣
府
が
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
を
策
定
。
結
婚
・
出
産
の
希
望
実
現
へ

○
厚
労
省
が
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
「
障
害
者
差
別
禁
止
指
針
」「
合
理
的
配
慮
指
針
」
を
策
定

○
川
崎
市
の
中
学
生
殺
害
事
件
を
受
け
て
、
文
科
省
が
「
児
童
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
確
認
調
査
」
結
果
を
公
表
④

◇
県
が
「
神
奈
川
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定

◇
県
が
「
未
病
を
治
す
」
取
り
組
み
を
体
験
・
実
践
で
き
る
「
未
病
セ
ン
タ
ー
」
の
第
１
号
を
決
定
⑤

★
「『
社
協
の
総
合
相
談
』
を
進
め
る
た
め
に
〜
６
つ
の
実
践
事
例
と
リ
ー
ダ
ー
層
職
員
の
動
き
の
ヒ
ン
ト
」
作
成
⑥

★「
事
例
か
ら
学
ぶ『
権
利
擁
護
相
談
』―
権
利
擁
護
相
談
事
例
集
」作
成

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

▽
北
陸
新
幹
線
長
野
―
金
沢
間
が
開
業

▽
渋
谷
区
が
全
国
初
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
条
例
可
決
・
成
立

▽
東
洋
ゴ
ム
工
業（
株
）が
免
震
ゴ
ム
で
デ
ー
タ
改
ざ
ん

▽
原
発
計
５
基
の
廃
炉
決
定

▽
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
開
催
都

市
に
横
浜
市
・
神
奈
川
県
が
決
定

４
○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
。
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
就
労
訓
練
、
住
宅
確
保
給
付
金
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
開
始

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
一
部
見
直
し
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
携
を
図
る
④

○
改
正
介
護
保
険
法
施
行
、
介
護
報
酬
改
定
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
費
用
負
担
の
公
平
化
を
目
指
す

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
。
障
害
児
・
者
の
地
域
移
行
・
地
域
生
活
の
支
援
を
目
指
す

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
開
始

◇
県
が
手
話
言
語
条
例
を
施
行

◇
県
が
「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」「
神
奈
川
県
障
害
福
祉
計
画
」
を
改
定
。「
か
な
が
わ
子
ど
も
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
を
策
定

◇
県
立
か
な
が
わ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
旧
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
）
が
「
か
な
テ
ラ
ス
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
⑤

★
新
任
保
育
士
激
励
会
開
催

▽
ネ
パ
ー
ル
で
大
地
震
発
生

▽
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、
慰
霊
で
パ
ラ
オ
初
訪
問

▽
首
相
官
邸
に
「
ド
ロ
ー
ン
」
落
下

▽
シ
ベ
リ
ア
以
外
の
日
本
人
抑
留
死
亡
者
の
名
簿
を

初
公
表

５
○
総
務
省
が
ま
と
め
た
人
口
推
計
で
、
14
歳
以
下
の
子
ど
も
の
数
は
34
年
連
続
で
減
少
し
１
千
６
１
７
万
人

○
内
閣
府
が
、
幼
稚
園
と
保
育
所
機
能
を
併
せ
持
つ「
認
定
こ
ど
も
園
」が
前
年
度
１
千
３
６
０
カ
所
か
ら
２
千
８
３
６
カ
所
に
倍
増
と
発
表

◇
か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
が
保
育
士
を
目
指
す
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
を
設
立
⑥

★
福
祉
施
設
等
新
任
職
員
合
同
研
修
開
催

▽
大
阪
都
構
想
を
問
う
住
民
投
票
。
き
ん
差
で
否
決

▽
口
永
良
部
島
新
岳
が
噴
火
。
箱
根
山
で
火
山
活
動
が
活
発
化

▽
東
芝
で
不
適
切
会
計
が
発
覚

▽
川
崎
の
簡
易
宿
泊
所
が
火
災

６
○
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、
認
知
機
能
検
査
の
強
化
を
柱
と
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が
成
立
⑦

○
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
「
第
３
回
（
２
０
１
４
）
子
育
て
世
帯
全
国
調
査
」
結
果
を
公
表
。
ひ
と
り
親
世
帯
の
約
６
割
が
税
込
所

得
３
０
０
万
円
未
満
の
低
所
得
で
あ
る
こ
と
が
判
明
⑧

◇
県
が
人
の
力
の
み
で
抱
え
あ
げ
な
い
介
護
・
看
護
を
推
進
す
る
「
神
奈
川
ら
く
ら
く
介
護
宣
言
」
を
発
表

◇
県
が
里
親
家
庭
の
支
援
拠
点
「
里
親
セ
ン
タ
ー
」
を
海
老
名
市
に
開
設

◇
県
が
大
規
模
災
害
発
生
時
に
被
災
現
場
へ
向
か
い
、
高
齢
者
や
障
害
者
ら
を
支
援
す
る
「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」
の
創
設
を
検
討
⑦

◇
横
須
賀
市
が
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
「
社
会
的
居
場
所
づ
く
り
貢
献
事
業
所
」
の
登
録
証
交
付
⑦

▽
日
本
年
金
機
構
が
個
人
情
報
流
出
を
発
表

▽
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
、
藤
沢
市
の

江
の
島
で
開
催
決
定

▽
公
職
選
挙
法
改
正
案
が
可
決
。
18
歳
選
挙
権
が
平

成
28
年
参
院
選
か
ら
適
用

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き
福 祉 の 動 き NEWS
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７
○
厚
労
省
が
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
の
運
用
開
始

○
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
疾
病
が
３
０
６
疾
病
に
拡
大

◇
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
内
に
あ
る
３
病
院
が
高
齢
患
者
へ
の
包
括
的
な
医
療
提
供
に
向
け
て
地
域
医
療
連
携
協
定
を
締
結
⑧

★
第
14
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催
⑧

▽
ア
メ
リ
カ
・
キ
ュ
ー
バ
両
国
が
54
年
ぶ
り
国
交
回
復

▽
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
決
定

▽
宇
宙
飛
行
士
油
井
亀
美
也
さ
ん
が
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙

船
で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

▽
新
国
立
競
技
場
の
建
設
計
画
を
白
紙
撤
回

８
○
文
科
省
の
実
態
調
査
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
教
育
団
体
・
施
設
に
通
う
義
務
教
育
段
階
の
子
ど
も
は
６
万
４
千
１
９
６
人
⑨

○
厚
労
省
が
終
末
期
医
療
の
相
談
支
援
事
業
の
体
制
整
備
を
来
年
度
か
ら
全
国
２
０
０
カ
所
程
度
の
医
療
機
関
で
実
施
す
る
方
針
を
発
表
⑨

◇
県
が
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当
の
全
受
給
者（
約
６
万
人
）を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
⑨

◇
県
が
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康
被
害
へ
の
県
独
自
の
支
援
制
度
を
創
設

★
「
平
成
27
年
度
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
作
成
。
厚
労
省
、
県
等
へ
提
出
⑨

▽
戦
後
70
年

▽
欧
州
難
民
問
題
が
深
刻
化

▽
第
97
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
で
東
海

大
学
附
属
相
模
高
校
が
１
９
７
０
年
以
来
45
年
ぶ

り
２
度
目
の
全
国
制
覇

▽
学
生
団
体
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
」
呼
び
か
け
に
よ
る

反
安
保
デ
モ

９
○
厚
労
省
が
「
新
た
な
子
ど
も
家
庭
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
。
児
童
福
祉
法
改
正
に
向
け
て
議
論
⑩

○
厚
労
省
が
「
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
等
の
あ
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
・
幹
事
会
」
を
開
催
。「
誰
も
が
支
え
合
う
地

域
の
構
築
に
向
け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
―
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
―
」
を
公
表
⑩

○
厚
労
省
が
若
年
性
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
都
道
府
県
に
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
を
発
表

◇
横
浜
市
が
ダ
ブ
ル
ケ
ア
諸
問
題
解
決
を
テ
ー
マ
に
、横
浜
国
立
大
学
、横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
会
と
の
共
同
研
究
会
実
施
を
発
表
⑩

★
台
風
18
号
関
東
・
東
北
豪
雨
で
９
市
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
本
会
職
員
を
茨
城
県
常
総
市
へ
派
遣
⑩

★
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室
等
利
用
グ
ル
ー
プ
交
流
会
を
開
催
⑪

▽
安
全
保
障
関
連
法
案
の
可
決
・
成
立

▽
国
勢
調
査
２
０
１
５
実
施

▽
福
島
県
楢
葉
町
の
避
難
指
示
が
解
除

▽
「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」
と
皆
既
月
食
が
32
年
ぶ
り

に
重
な
る

▽
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
５
」
が
開

幕
。
日
本
３
勝
の
歴
史
的
快
挙

▽
東
京
五
輪
エ
ン
ブ
レ
ム
を
撤
回
し
再
公
募
に

10
○
厚
労
省
が
、
平
成
26
年
度
全
国
児
童
相
談
所
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
が
８
万
８
千
９
３
１
件
で
、
速
報
値
で
過
去
最
多
と
公
表
⑪

○
厚
労
省
が
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
か
ら
事
情
を
聞
く
際
に
、
児
相
・
警
察
・
検
察
が
共
同
で
面
接
す
る
こ
と
を
求
め
る
通
知
を
発
表
⑫

○
文
科
省
が
軽
度
の
障
害
の
あ
る
生
徒
が
通
常
学
級
に
在
籍
し
、
別
室
で
障
害
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
ら
れ
る
制
度
を
高
校
に
導
入
検
討
⑫

◇
県
が
国
家
戦
略
特
区
を
活
用
し
、「
地
域
限
定
保
育
士
試
験
」（
合
格
後
３
年
間
は
勤
務
場
所
を
県
内
に
限
定
）
を
全
国
で
初
め
て
実
施

◇
県
教
育
委
員
会
が（一社
）神
奈
川
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
、
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
生
徒
の
就
労
促
進
に
向
け
た
協
定
締
結
⑪

◇
横
浜
市
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
の
困
難
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
個
別
専
門
相
談
事
業
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
事
業
開
始
⑪

★
第
64
回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
開
始

▽
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
に
大
村
智
さ
ん
、
物

理
学
賞
に
梶
田
隆
章
さ
ん
が
受
賞

▽
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
大
筋
合
意

▽
世
界
体
操
で
日
本
男
子
が
37
年
ぶ
り
金

▽
沖
縄
県
知
事
が
名
護
市
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立

て
承
認
を
取
り
消
し

▽
横
浜
市
内
に
あ
る
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
で
基
礎
工
事

の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
発
覚

11
○
厚
労
省
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
６
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
の
整
備
計
画
に
約
６
万
人
上
乗
せ
し
、
２
０
２
０
年

代
初
頭
ま
で
に
約
40
万
人
の
利
用
整
備
計
画
を
公
表

○
（
Ｎ
）
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
よ
る
呼
び
か
け
で
、
全
国
13
の
団
体
に
よ
り
「
全
国
フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
」
設
立
⑫

◇
茅
ヶ
崎
市
が
「
茅
ヶ
崎
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を
施
行

★
第
13
回
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の
貧
困
〜
貧
困
か
ら
生
じ
る
子
ど
も
の
生
活
課
題
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
〜
」
開
催
⑫

★
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
神
奈
川
県
児
童
福
祉
施
設
紹
介
映
像
」、
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
伝
え
た
い
想
い
が
あ
る　

心
を

受
け
継
ぐ
人
が
い
る
」
作
成
⑫

★
第
26
回
全
国
福
祉
医
療
施
設
大
会
を
横
浜
で
開
催

▽
３
年
半
ぶ
り
日
韓
首
脳
会
談

▽
中
国
「
一
人
っ
子
政
策
」
廃
止

▽
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が
東
京
証
券
取
引
所一部
上
場

▽
初
の
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
が
初
飛
行

▽
初
の
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
商
業
衛
星
打
ち
上
げ

12
○
働
く
人
の
心
の
健
康
を
守
る
た
め
の
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
事
業
者
に
義
務
付
け
る
制
度
開
始

◇
県
が
「
神
奈
川
県
ひ
と
り
親
家
庭
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
（
速
報
）
を
発
表
。
約
５
割
が
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
非
正
規
職
員
、
約
３

分
の
１
が
１
年
間
の
収
入
が
１
０
０
万
円
台
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

★
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
平
成
27
年
度
第
２
回
社
会
貢
献
活
動
推
進
会
議
開
催

★
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
委
員
会
「
苦
情
解
決
研
修
会
」
開
催

★
第
36
回
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
第
29
回
と
も
し
び
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
開
催

▽
日
本
が
１
１
３
番
目
の
元
素
の
命
名
権
獲
得

▽
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
る
新
国
立
競
技
場
の
設
計
・
施
工
業
者
が
決
定

▽
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
エ
ピ
ソ
ー
ド
７
公
開
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❖目が不自由な人はどうやってパソコンを使うの？

　目が見える人が画面を見ながらマウスやキーボード
を使ってパソコンを操作するのに対し、目が不自由な
人は、画面の文字を読み上げる音声化ソフト「スク
リーンリーダー」を頼りに、キーボードだけでパソコ
ンを操作します。
　新聞や書籍など紙に印刷された文字は読めません
が、インターネットの文字情報ならこの方法で読むこ
とができます。点訳や音声訳された特別なコンテンツ
ではなく、目が見える人と同じホームページにアクセ
スして最新のニュースを読んだり、通販や旅行予約、
インターネットバンキングなどを利用できるようにな
りました。文字の入力は、かな漢字変換すると「平和」
は、「へいわのへい　たいら」「へいわのわ　なごやか」
のように漢字の説明を聞くことができます。

❖ 視覚に障害のある人を支援する数々のス
マートフォンアプリ

　目が不自由な人にとって、凹凸のボタンが少ないス
マートフォンのタッチパネルは、決して使いやすいも
のではありません。しかし、最近ではスマートフォン
用のスクリーンリーダー
を活用する人が増えてき
ました。そして、お札を
識別して音声で伝えるソ
フトウェア、カメラを向
けたものが何かを教えて
くれる画像認識カメラ、

　目の不自由な人がスマートフォンのカメラを向
けると、「コンビニの駐車場です」と音声説明。手
に障害があり、パソコンのマウス操作が困難な人
も、息でカーソルを上下左右に動かせる。ＳＦ小
説ではありません。情報技術（IT）がもたらした
成果です。
　しかし、まだ一部の人にしか届いていません。
地域に根差した支援が必要です。今回は、視覚に
障害のある人のIT活用事例と、IT支援を目指す本
県の取り組みを紹介します。

情報技術の成果を障害のある全ての人に！
「かながわ障害者IT支援ネットワーク」が
夢を叶えるお手伝い

◎ このコーナーでは、子育てや障害当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

現在地周辺の交差点やレストランなどを音声ガイドす
るGPSナビなどのアプリケーションソフトウェアを
利用して、「見えなくても見たい」「楽しく歩きたい」
という夢を一つずつ実現しようとしています。

❖「かながわ障害者ＩＴ支援ネットワーク」の取り組み

　パソコン教室や一般のマニュアル書の利用が難しい
目の不自由な人にとって、IT機器を使いこなすのは非
常に困難なことです。スマートフォンを利用したいけ
れど現在利用できていない人に理由を尋ねたところ、
「ノウハウやマニュアルなどの情報が少ない」「実際に
試す（触る）機会がない」等と答えています。
　障害のある人のITの習得には、ボランティアの方々
の技術サポートが不可欠です。県は障害者IT利活用
推進事業「かながわ障害者IT支援ネットワーク」を実
施しており、障害当事者やその家族、事業所からの支
援依頼に応じて登録ボランティアを派遣し、IT機器や
インターネットの設定、ソフトの使い方の説明を行っ
ています。IT支援ボランティアになりたい方には、１
日間の養成研修に参加の上、「支援団体」に登録してい
ただきます。
　障害のある人が気軽にITを習得し、生活の幅が広げ
られることが期待されています。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
　⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター

がお伝えします!

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚等４カ所の事業所で活動中。

〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲１－７－６
 ☎046－247－7503　 FAX 046－247－7508
 URL ht tp://www.kilc .org  Mail in fo@kilc.org

お札をスマートフォンで読み取って
いる様子

■ かながわ障害者ＩＴ支援ネットワーク
　〈受託者〉（公社）かながわ福祉サービス振興会
　【利用相談窓口】HPの専用フォームもしくは☎・FAXで相談
　☎046－247－7503（受付時間：午前10時～午後５時）
　FAX 046－247－7508　 URL http://shien-network.kanafuku.jp/
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　育児と介護を同時期に抱えるダブルケアに直面する世
帯が、女性の晩婚化、晩産化に合わせて増えています。片
倉三枚地域ケアプラザでは、このダブルケアの問題への
取り組みを始めています。
　当事者の多くが口にするのは、「ママ友には介護のこと
は話せない」ということです。この言葉ほどダブルケア
の状況を象徴する言葉はないのではないでしょうか。多
くのダブルケアラーは、抱えている思いを共有できる相
手がいないのです。ダブルケアラーは孤立しているとも
いえます。
　昨年、片倉三枚地域ケアプラザでは、個別ケースの地域
ケア会議でこの問題を取り上げ、さらに包括エリアの地
域ケア会議を行い、広く地域の課題として共有する取り
組みを行いました。そして10月10日に第１回ダブルケア・
カフェを開催し、12月13日には第２回目を開催。カフェで
は当事者の皆さんから多くの語りがあり、お互いの話を
聴き、情報交換を行いました。次回は今年の３月頃を予
定しておりますが、少しでも当事者の皆さんの情報交換
とエンパワーメントの場になることを願っています。
　もう一つ当事者からよく聞かれる言葉は、「制度がそれ

ぞれに分かれていて使いにくい。分かりにくい」というも
のです。育児制度と介護制度は同じケアに関わる制度で
すが、それぞれが独立しており、情報収集や利用相談から
手続き、実際の利用までを別々の機関で行うことになり
ます。実際にダブルケア状況にあり、例えば認知症の父
親の介護をしながら２歳児と０歳児を育てているような
方には、それぞれゼロからの相談で始まるサービス利用
の手続きや、その後のマネジメントは大変な負担です。
せっかくある制度を上手く活用できないのです。
　地域包括支援センターではダブルケアラーの方への相
談も行っていますが、介護相談（介護保険制度の利用）の
みに焦点を当てていると、その方の抱えている問題に添
えない可能性があります。あくまでもそのご家庭全体の
状況をしっかり捉え、育児制度などが上手く使えている
のかも見ていく必要があり、例えば行政のこども担当部
局との連携も必要になってきます。
　当地域ケアプラザでは、今後もケアをする人とケアを
受ける人の両者が共にケアされる社会を目指し、全世代
対応型地域包括ケアとでも言うような対応を目指してい
きたいと思っています。

地域ケアプラザでのダブルケアへの取り組み

　地域ケアプラザは、横浜市独自の地域ケア施設で、
地域包括支援センター、地域活動交流、デイサービ
ス、居宅介護支援事業所などの機能があります。片倉
三枚地域ケアプラザは平成12年に開設以来、地域の皆
さまと共に地域作りを考えてきました。
〈連絡先〉〒221－0862　横浜市神奈川区三枚町199－4
☎045－413－2571 FAX 045－413－2573 URL http://www.katakura-c-waka.jp/

（福）若竹大寿会　横浜市片倉三枚地域ケアプラザ
　主任介護支援専門員　小薮基司
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平成27年度介護支援専門員実務研修受講試験
職種（資格）別合格状況

職種
合格者数（人） 比率（％）

（　）内は昨年度（　）内は昨年度

介護福祉士 945 （1,406） 69.9 （70.3）

看護師 98 （107） 7.2 （5.4）

社会福祉士 75 （158） 5.6 （7.9）

相談援助業務従事者 43 （51） 3.2 （2.6）

介護等業務従事者 39 （62） 2.9 （3.1）

理学療法士 33 （43） 2.4 （2.2）

作業療法士 25 （33） 1.9 （1.6）

あん摩マッサージ指圧師 15 （17） 1.1 （0.8）

薬剤師 12 （22） 0.9 （1.1）

栄養士（含む管理栄養士） 11 （31） 0.8 （1.5）

保健師 10 （13） 0.7 （0.7）

歯科衛生士 10 （９） 0.7 （0.4）

柔道整復90 10 （７） 0.7 （0.3）

歯科医師 ８ （５） 0.6 （0.2）

精神保健福祉士 ６ （12） 0.4 （0.6）

准看護師 ４ （12） 0.3 （0.6）

はり師 ４ （６） 0.3 （0.3）

医師 ３ （２） 0.2 （0.1）

助産師 １ （１） 0.1 （0.1）

言語聴覚士 １ （４） 0.1 （0.2）

計 1,353 （2,001） 100.0 100.0

（視能訓練士・義肢装具士・きゅう師：合格者数０人）

平成27年度第２回社会貢献活動推進会議開催。28都府県80名が参加

　去る12月７日に横浜市内で、平成27年度第２回社会貢献活動推進会議を
開催しました（28都府県80名参加）。これは、大阪の社会福祉法人による
社会貢献活動（※）を参考に、同様の取り組みを進めていこうと考えた４
都府県連絡会（大阪・神奈川・埼玉・東京）が前身となります。
　前半では、今年度から事業を開始した熊本・香川・大分からの状況報
告。後半では、県立保健福祉大学教授の河幹夫さんにコーディネーターを
お願いし、大阪・神奈川・埼玉の事例報告を基に、社会福祉法人としての
使命、困窮者支援への柔軟性ある対応の意義を共有しました。最後に、本
会議での種火が全国へ広がり、社会に必要な取り組みとして広がっていく
ことを願い閉会となりました。 （ライフサポート担当）

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。

第
18
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験 

合
格
状
況

　

平
成
27
年
10
月
11
日
に
、
第

18
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
を
、
慶
応
義
塾
大

学
ほ
か
県
内
６
カ
所
の
会
場
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

受
験
者
数
は
７
千
５
９
３
人
、

合
格
者
数
は
１
千
３
５
３
人
で
、合
格
率
は

今
回
の
試
験
か
ら
法
定
資
格
に
よ
る
解
答

の
一
部
免
除
の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
17
・
８
％
と
昨
年
度
よ
り

３
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

合
格
者
は
介
護
福
祉
士
が
約
７
割
を
占

め
、
そ
の
他
の
福
祉
・
介
護
分
野
を
合
わ
せ

る
と
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

合
格
者
の
平
均
年
齢
は
43
・
７
歳
で
、

男
性
で
は
30
歳
代
、
女
性
で
は
50
歳
前
後

の
割
合
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
格
者
が
受
講
す
る
実
務
研
修
は
２
月

３
日
（
水
）
か
ら
、
本
会
並
び
に
横
浜
市
社

協
で
実
施
予
定
で
す
。

　

な
お
、
介
護
支
援
専
門
員
の
更
な
る
資

質
の
向
上
を
目
指
し
、
28
年
度
か
ら
の
実

務
研
修
は
受
講
時
間
が
87
時
間
と
な
り
、

新
た
な
科
目
も
加
え
ら
れ
、
演
習
が
増
え

る
な
ど
研
修
内
容
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

 

（
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
）

（※）社会福祉法人が自主的・主体的に参加し、
様々な生活課題を抱えた方に対して総合的な
生活相談支援を実施。本会では「かながわラ
イフサポート事業」として展開

各府県の報告からヒントを学ぶ参加者
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本会主催
第５回福祉のしごとフェア

のご案内
◇日時＝平成28年２月24日（水）
　【福祉の職場就職支援ガイダンス】
午前10時30分～正午
　【就職相談会】午後１時～４時
◇会場＝横浜新都市ビル（そごう横
浜店）９階内
　【福祉の職場就職支援ガイダンス】
ミーティングルームNo.３
　【就職相談会】新都市ホール
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方
や福祉分野に就職を希望される方
◇問合先＝かながわ福祉人材センター
☎045－312－4816　FAX 045－313－4590
Mail jinzai@knsyk.jp
URL http://www.knsyk.jp/jinzai/

本会主催
第14回地域福祉推進を考える

セミナーのご案内
◇テーマ＝アルコール依存症の回復
への道のり～アルコール依存症は
病気です～
◇日時＝平成28年３月25日（金）午後
１時30分～４時（開場午後１時）
◇会場＝県社会福祉会館２階講堂
◇参加費＝無料
◇定員＝150名
◇申込方法＝申込書にご記入の上、

FAXまたは Mailにて
◇申込締切＝平成28年３月11日（金）
◇問合先＝社会福祉施設・団体担当
☎045－311－1424　FAX 045－313－0737
Mail sisetu@knsyk.jp

七つ星・交流サロンinやまと
のご案内

　被災地訪問メンバーによる三線の
演奏、整体師によるマッサージ等交
流会（軽食・飲み物付き）の開催

◇日時＝平成28年２月11日（木）
　午前10時～午後３時
◇会場＝大和市保健福祉センター３階
◇対象＝県内に避難されている方
◇申込方法＝不要・直接会場まで
◇問合先＝（Ｎ）よこはま・七つ星
☎090－5426－8012（高松）
　080－1696－1151（小畑）
URL http://www.ac.auone-net.jp/̃
nanana7/

全国ボランティアコーディネーター
研究集会のご案内

◇日時＝平成28年３月５日（土）
　午前10時～３月６日（日）午後３時
30分
◇会場＝福祉保健研修交流センター
　ウィリング横浜
◇参加費＝一般13,000円、JVCC正
会員・準会員11,000円
◇定員＝250名
◇申込方法＝HP申込フォームまたは、
申込書にご記入の上、郵送かFAXにて
◇申込締切＝平成28年２月５日（金）
　午後５時必着
◇問合先＝全国ボランティアコー
ディネーター研究集会2016実行委
員会事務局
☎03－5225－1545　FAX 03－5225－1563
Mail jvcc2016@jvca2001.org
URL http://www.jvcc2016.com

第27回アディクション・セミナー
In YOKOHAMAのご案内

　さまざまな依存症に悩む本人や家
族が回復のために参加する自助グ
ループ等による体験談及びミーティ
ングが体験できるセミナーの開催
◇日時＝平成28年３月６日（日）
　午前10時～午後４時30分
◇会場＝男女共同参画センター横浜
（フォーラム）
◇参加費＝500円

◇申込方法＝事前申込不要
◇問合先＝アディクション・セミ
ナー実行委員会事務局
☎080－4329－9607
Mail as_yokohama26@softbank.ne.jp
URL http://addiyoko.jimdo.com/

横浜いのちの電話　春の映画会
　横浜いのちの電話が行う、24時間
休まず人々の悩みや不安を聴く活動
を支えるためのコンサートを開催
◇日時＝平成28年３月11日（金）
　昼の部　午後２時30分
　夜の部　午後６時30分
◇会場＝戸塚区民文化センターさく
らプラザホール（全席自由）
◇チケット代＝前売券1,000円、当
日券1,200円
◇問合先＝（福）横浜いのちの電話
☎045－333－6163　FAX 045－332－5683

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

助成金申請受付中！
　当事者組織や広域的なボランティア
グループ等による住民主体の支え合い
活動に対し、経費の一部を助成します。

詳細は本会ホームページ「助成金
情報」をご確認ください
神奈川県社協　助成金 検索 

【問合先】地域福祉推進担当
☎045－312－4815 FAX 045－312－6307
URL http://www.knsyk.jp/

◆助成額等
助成金額は対象経費総額の
５分の４以内とし、80万円
を上限
◆申請期限
平成28年３月15日（火）
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

『気もちえきチーム
の大かつやく』

秦野市立鶴巻小学校
２年　伊東千織さん

　第29回ともしび絵本コンテストで「ともしび大賞」を
受賞した伊東千織さん。駅や電車の中にあるユニバーサ
ルデザインに着目し、触って楽しめるよう工夫をした作
品になっています。絵本作成のためにいくつもの駅をめ
ぐって調べたという、熱心さと行動力に驚かされます。
　絵本にある「こころえき」「気もちえき」「あたたかえ
き」には、誰でもみんなが駅を気持ちよく利用してほし
いという、伊東さんが願う思いやりの気持ちが表現され
ています。 （地域福祉推進担当）

❶
ここは、気もちえきです。
きょうも気もちえきチームは、
つぎのえきへ、だれでも
あんぜんに行かれるように
しごとをしています。

❹
「わたしは、点字ブロックの
てんブロちゃん。
黄色くてボコボコしているの。」
「でん車がきたわ。」
「ぼくは、ゆう先せきの
シートくん。せきがひつような人に
すわってもらうせきだよ。」
でもね……

❷
「ぼくはエレベーターの
エレベくん。
中には、かがみと手すりが
ついているんだ。」
「さあ、のって！」

❺
でもね、やさしい人たちがいないと
ぼくたちは、やくにたてないんだ。
ボタンをおして、「どうぞ」と、
まっていてくれる人。
「お先にどうぞ」と言って
きれいにつかってくれる人。
「手をどうぞ」と言ってくれる人。
「おせきどうぞ」と言って
くれる人。

❸
「わたしは、みんなのトイレの
トイレットちゃんよ。
中は広くていろんなものが
ついているのよ。」
「だれでもあんしんよ。」

❻
やさしい人たちがいるから
ぼくたちもがんばれるんだね。
やさしい人たちがいると
みんなえがおだね。
「じゃあ、シートくん、つぎの
あたたかえきまで、よろしくね。」
「しゅっぱつしんこう！」

第29回ともしび絵本コンテスト「ともしび大賞」受賞作品

医療・福祉界の健全発展に資することが私たちの使命です。
医療・福祉業界の皆様が抱える様々な問題の解決に向けて、
経営コンサルティング・税務会計・会計監査などの専門サービスを
総合的に提供できる体制を整備しております。　

福祉施設の皆様が地域のニーズに応え、時代や政策に適切に対応できる
ようご支援します。ご気軽にご相談下さい。

◆福祉経営・医業経営コンサルティング
◆福祉施設・医療機関への人事コンサルティング
◆福祉施設・医療機関に特化した税務会計・代行　
◆福祉施設の第三者評価事業　など

川原経営グループ　
（株）川原経営総合センター／税理士法人川原経営

東京都中央区銀座８－１１－１１ＴＫ銀座８丁目ビル
TEL（03）3572－3051　E-mail：info@kawahara-group.co.jp
ＵＲＬ：http://www.kawahara-group.co.jp/

No.2700-ISO 9001

ISO9001認証登録
（税理士法人川原経営）
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